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2 

１．自動運転の最近の話題 



（１）「中間とりまとめ（案）」のポイント 3 

出典：中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転ビジネスモデル検討会（国交省）の中間報告（第６回（2018年12月17日）） 



（２）「中間とりまとめ（案）」 4 

出典：中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転ビジネスモデル検討会（国交省）の中間報告（第６回（2018年12月17日）） 



5 

２．自動運転実証実験の計画（案） 



（１）実証実験の概要 6 

■実験目的 
〇超高齢化が進行する中山間地域における人流・物流の確保のため、自動運転サービスの導入を
目指し、実証実験を実施する。 

〇自動運転サービスの社会実装に向けた、道路・交通、地域環境、コスト、社会受容性、地域へ
の効果等の内容について検証を行う。 

■実験期間 
「一般車両との混在区間」＋「自動運転車専用の区間」における走行：6日間実施  

○道の駅「どんぐりの里いなぶ」を拠点とした自動運転サービス実証実験は、年度内に一週間実施 
○「一般車両との混在区間」での走行を基本とし、「自動運転車専用の区間」を設置して走行を実施 

○一般車両との混在区間 
ドライバ－が運転席に乗車した状態で加速、操舵、制御を全てシステムが自動で実施 
（緊急時にはドライバーが制御） 

○自動運転車専用の区間 
専用区間を設け、ドライバ－が運転席に乗車した状態で、加速、操舵、制御を全てシステムが自動で実施 
（緊急時にはドライバーが制御） 



【参考】自動運転サ－ビスの将来ビジネスモデル（案） 7 

○地域拠点間を結ぶ路線バス（貨客混載）と連携し、宅配物の庭先配送や地域の特産品の庭先集荷 
 サービスを実施。 
○高齢者等を送迎し、日常的な生活の足を確保することで、外出機会の増加。 

地域住民 
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業
者 

OR 
※庭先配送 

※庭先集荷 

地域拠点(豊田市等)
の病院や行政機関 

貨客混載 
※路線バス 



（２）実験車両 8 

○アイサンテクノロジー株式会社が開発する自動運転車両を使用 
○自動運転実験車両は、3次元地図情報や、ライダー、カメラ等から収集した情報に基づいて走行する 

※車両は現時点での想定であり変更となる場合がある。 



（３）走行ルート 9 

道の駅「どんぐりの里いなぶ」～中当町集会場
を結ぶルート 

走行 
ルート 

走行延長 

走行方法 

走行延長：約9.4km 
・一般車両との混在区間：約8.0km 
・自動運転車専用の区間：約1.4km 

①混在区間（公道）を走行 
  ・一般車両との混在区間 
  ・緊急時にはドライバ－が制御  
②自動運転車専用の区間を走行 
  ・緊急時にはドライバ－が制御  
※走行ル－ト内で乗車移送と荷物運搬を実施 

国土地理院

道の駅「どんぐりの里
いなぶ」 

153

153

80

中当町集会場 

自動運転車専用の区間 
一般車両との混在区間 
旧ルート（第1回検討会案） 
停留所 

257



（３）走行ルート  自動運転車専用の区間 10 

復路の一部区間（約1.4km）で「自動運転車専用の区間」走行を実施 

257

257

257

「自動運転車専用の区間」走行 

写真１ 

257

写真２ 

写真３ 

写真１ 

257

自動運転車専用区間 

自動運転車専用区間 

写真２ 

257

自動運転車専用区間 

写真３ 

自動運転車専用の区間 
一般車両との混在区間 



（４）運行シナリオ  運行時間 11 

〇往復約9.4kmの走行ルートを約25分で走行 

① 道の駅どんぐりの里いなぶ 

※国道は30km/h、市道は20km/hで走行すると想定         一般車両との混在区間 
        自動運転車専用の区間 

4分 

道の駅 
「どんぐりの里 
いなぶ」 

中
当
町 

集
会
場 

約25分（往復） 

中当町地区 

地区内巡回 
庭先乗車・集荷 

8分 

8分 

おいでんバス 

地
域
拠
点 

② 中当町地区内道路 ③ 中当町集会場 

1.4km 

3.5km 
2.5km 

5分 

2.0km 



（４）運行シナリオ  運行ダイヤ 12 

■運行シナリオ 

・運行のシナリオは、一般車両との混在区間、自動運転車の専用空間で実施 
・運行時間帯は、9時～16時の間で運行 

運
行
日
数 
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乗
車 
ﾓﾆ
ﾀｰ 

本
数 
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 ⇔足助病院） 
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本 

休
日 
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 ⇔足助病院） 

－ 12
本 

乗車モニター数 約50人 を目標 
必要便数 約50人/2人・便=約25便以上必要 
6便/日×6日＝36便（予定） 
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（５）実証実験内容  貨客混載 13 

○道の駅「どんぐりの里いなぶ」～中当町集落を結ぶルートにおける地域住民の送迎を行う 
○宅配物の庭先配送や農産物等の庭先集荷及び中当町集会場にて地域の特産品（豆腐）の集荷サ－ビスを実施 
○地域拠点間を結ぶ路線バス（貨客混載）と連携し、地域の農産物等の新たな販路の開拓 

貨客混載 宅配物・地域の特産品等の集出荷 
・集落の庭先及び中当町集会場で集荷したものを道の駅へ出荷 
・宅配便については、道の駅でおいでんバスに積み替え 

配送例 
配送用BOXを自動運転車両内に設置し、食料品等を配送 
■自動運転車両による庭先配送・集荷（イメ－ジ） 

■運行管理センターにおける運行モニタリング（イメ－ジ） 

＜集荷＞ ＜配送＞ 

＜道の駅内に設置した運行管理センター＞ 

＜車内モニタリング＞ 

①集荷  

②庭先から 
自動走行で商品運搬 

道の駅「どんぐり
の里いなぶ」 

③荷卸     

中当町 
集会場 

運行管理センターを設置 

＜車両位置確認＞ 

運用・運行管理 
庭先配送・集荷時に運行管理センターにて運
行状況を車載カメラや位置情報でモニタリング
しながら、車両が目的地に到着したら、運行管
理センターからお宅に電話やメール等で知らせ、
庭先まで出てきてもらう。 



（６）実証実験の安全対策 一般車との混在区間 14 

〇起終点の道の駅、中当町集会場には交通誘導員を配置 
〇沿道や乗降場には、立て看板を設置。立て看板では、実証実験実施期間、走行ルート等の案内を実施 

誘導員 

停留所 

道の駅 
どんぐりの里 

いなぶ 

道の駅「どんぐりの里いなぶ」を拠点とした自動運転サービス協議会 
 
国土交通省 中部地方整備局 名古屋国道事務所 
 tel:058-271-9811 
豊田市 ○○○○ ○○○○ 
 tel: ○○○○ ○○○○ 

道の駅「どんぐりの里いなぶ」を拠点とした自動運転サービス協議会 
 
国土交通省 中部地方整備局 岐阜国道事務所 
 tel:052-853-7327 
豊田市 ○○○○ ○○○○ 
 tel: ○○○○ ○○○○ 

案内看板 

停留所（イメージ） 案内看板（イメージ） 

平成31年 ●月●日（●） 
        ●月●日（●） 
        ●月●日（●） 
        ●月●日（●）  
※ご乗車頂けるは事前に 
  モニタ-された方に限ります 

中当町集会場 

道の駅「どんぐりの
里いなぶ」 

道の駅「どんぐりの里いなぶ」を拠点とした自動運転サービス協議会 
 
国土交通省 中部地方整備局 名古屋国道事務所 
 tel:058-271-9811 
豊田市 ○○○○ ○○○○ 
 tel: ○○○○ ○○○○ 

自動運転車両 
停留所 



（６）実証実験の安全対策 自動運転車専用の区間 15 

〇立て看板： 
 ・走行ルート周辺に立て看板を設置 
 ・地域住民や道路利用者に対し、実証
実験実施期間、 走行ルート、実証実
験の案内を実施。 

道の駅「どんぐりの里いなぶ」を拠点とした自動運転サービス協議会

国土交通省 中部地方整備局 名古屋国道事務所
tel:058-271-9811
豊田市 ○○○○ ○○○○

tel: ○○○○ ○○○○

道の駅「どんぐりの里いなぶ」を拠点とした自動運転サービス協議会

国土交通省 中部地方整備局 名古屋国道事務所
tel:058-271-9811
豊田市 ○○○○ ○○○○
tel: ○○○○ ○○○○

道の駅「どんぐりの里いなぶ」を拠点とした自動運転サービス協議会

国土交通省 中部地方整備局 名古屋国道事務所
tel:058-271-9811
豊田市 ○○○○ ○○○○
tel: ○○○○ ○○○○



（６）実証実験の安全対策 16 

道の駅「どんぐりの里いなぶ」を拠点とした自動運転サービス協議会

国土交通省 中部地方整備局 名古屋国道事務所
tel:058-271-9811
豊田市 ○○○○ ○○○○
tel: ○○○○ ○○○○



（６）実証実験の安全対策  道の駅敷地内 17 

〇道の駅の駐車場を待機所として活用し、乗客の乗降を行う 
〇道の駅敷地内の利用者に対し交通誘導員による誘導を実施。 

  ：誘導員 
 
  ：案内看板 
 
    走行ル-ト（降車時）    
 
    走行ル-ト（乗車時） 

〇乗客の待機場所、乗降場所、寒さ対策、アンケート回答場所、
荷の積み下ろし、運行管理センターについては道の駅と要調整 

案内看板（イメージ） 

道の駅「南アルプス長谷」を拠点とした自動運転サービス」協議会

国土交通省中部地方整備局飯田国道事務所
計画課 tel:0265-53-7204
伊那市役所
企画部企画政策課 tel:0265-78-4111

道の駅「どんぐりの里いなぶ」を拠点とした 
自動運転サービス協議会  
国土交通省 中部地方整備局 
 名古屋国道事務所  tel:052-853-7327 
豊田市 ○○○○ tel: ○○○○ ○○○○ 

車両待機所 乗降所 

写真① 

写真② 

写真③ 

運行管理センター 

乗降所 

運行管理センター 

写真⑤ 写真④ 

写真⑤ 

写真④ 

写真③ 交差点部（信号無し） 

案内看板 

誘導員 誘導員 
誘導員 誘導員 

出入り口（信号無し） 写真② 車両待機所 

誘導員 

案内看板 

写真① 

車両出口 



（７）実証実験モニターの募集 18 

〇モニターは、実験実施日及び運行スケジュールが決定後、豊田市を通じて選定 
〇原則、豊田市稲武地区にお住まいの方で道の駅を日常的に利用されている方などから選定 
〇一般乗車モニター：庭先及び道の駅で乗降を行いアンケート調査にご協力いただく （約50名を選定） 
○貨客混載の実証モニター：荷物の受配送を行いアンケート調査にご協力いただく 

属性 募集方法 庭先・停車場での乗降 アンケート・同意書の配布・回収方法 

・一般乗車 豊田市選定 庭先で乗降 
・事前に配布  
・自動運転車両乗車後、現場で記入して頂き回収（後日、郵送等
にて回収する方法も検討） 

・貨客混載 豊田市選定 道の駅等指定場所、庭先での 
荷物の受配送 

・事前に配布 
・実験後にアンケートを実施 

・宅配便利用 豊田市選定 庭先で宅配便の受け渡し 
・事前に配布 
・自動運転車両による宅配便配送を利用後、現場で記入して頂き
回収（後日、郵送等にて回収する方法も検討） 

 
・募集要件（必須は全て満たした上で、道の駅との係わり方①～④のいずれかを満たす方を選定） 
 
 
 《必須》 
 ・豊田市稲武地区に在住する方 
 ・社会実験参加同意書へご署名いただける方 
 ・アンケート調査にご協力いただける方 

 《道の駅との係わり方》 
 ①道の駅を日常的に利用されている方  
 ②道の駅から路線バスを利用して豊田市・足助方面に外出される方 
 ③道の駅へ農産物・商品等を出荷されている方 
 ④宅配便を配送する、受け取る予定のある方 

※①②：一般乗車 ③：貨客混載 ④：宅配便輸送  ①～④は同一モニタ－でも利用方法が異なる場合はそれぞれ１サンプルとして取り扱う 
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３．地元への周知方法 



（１）地元への周知方法  広報計画 20 

○周辺住民へはチラシ（自治会内での配布又は回覧）による広報を行い、周辺住民の安全確保を図る。 
○名古屋国道事務所、豊田市の各ホームページに公道実証実験に関する情報を掲載する。 

広報手法 内容 

○チラシ配布 
（対象地域自治会） 

 実施概要、実施期間、実験ルート、運行時間、交通規制等を記載 

○チラシ回覧 
（対象地域周辺自治会） 

 実施概要、実施期間、実験ルート、運行時間、交通規制等を記載 

○チラシ配布 
（市役所、市内公共施設） 

 実施概要、実施期間、実験ルート、運行時間、交通規制等を記載 

○ホームページ掲載 
（名古屋国道事務所、豊田市） 

実施概要、実施期間、実験ルート、運行時間、交通規制等を記載 

■広報計画 



交通規制のお知らせのチラシ（イメージ）

実証実験に伴う通行時のお願い

1. 場所 2. 自動運転車通行ル-トと
自動運転車専用区間

●月●日～●月●日
（土日を含む毎日）
●:●●～●:●●

6. 問合せ先

3. 実験期間

4. 自動運転の実証実験概要

愛知県豊田市武節町～豊田市中当町

国土交通省では、「技術の進展する自動運
転車両を活用した、高齢者などの買い物や
通院などの移動手段の確保等」を目指して、
道の駅「どんぐりの里いなぶ」を拠点とした自
動運転に関する実証実験を実施します。
自動運転は、地図情報やGPS、レーザー
ライダー等から収集した情報に基づいて走行
するシステムです。

日頃から道路行政にご理解、ご協力をいただきありがとうございます。
この度、道の駅「どんぐりの里いなぶ」を拠点とした自動運転サービスに関する実証実験のため、豊田市
武節町～豊田市中当町において、自動運転車が優先的に通行する区間を設定します。
地域の皆様には、ご迷惑、ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解・ご協力いただきますようお願い
申し上げます。

道の駅「どんぐりの里いなぶ」を拠点とした自動運転サービス協議会
国土交通省 中部地方整備局 名古屋国道事務所 tel:052-853-7327
豊田市 ○○○○○○ tel:○○○○○○○

道の駅「どんぐりの里
いなぶ」

中当町集会場

5. 安全対策
実証実験では、一般道を通行可能な基準を満たした車両を
使用し、緊急時の対応のためにドライバ－が乗車しています。
自動運転の走行中は、ル-ト周辺において係員及び看板によ
る行うとともに、注意喚起のための回転灯や路面表示を設置し
ます。

交通規制のお知らせのチラシ（イメージ）

実証実験のお知らせ
道の駅「どんぐりの里いなぶ」を拠点とした

自動運転に関する実証実験

1. 実験概要

国土交通省では、「技術の進展する自動運転車両を
活用した、高齢者などの買い物や通院などの移動手
段の確保等」を目指して、道の駅「どんぐりの里いな
ぶ」を拠点とした自動運転に関する実証実験を実施
します。
自動運転は、地図情報やGPS、レーザーライダー等
から収集した情報に基づいて走行するシステムです。

2. 実験期間

●月●日～●月●日（土日を含む毎日）●:●●～●:●●

3. 運行及び乗車ルート

4. 問合せ先

《乗車ルート》
道の駅どんぐりの里いなぶ
⇒中当町集会場

⇒道の駅どんぐりの里いなぶ

道の駅「どんぐりの里いなぶ」を拠点とした自動運転サービス協議会
国土交通省 中部地方整備局 名古屋国道事務所 tel:052-853-7327
豊田市 ○○○○○○ tel:○○○○○○○

《運行ダイヤ》

《乗車ルート》

自動運転ダイヤ
（道の駅 発着）

道の駅「どんぐりの里
いなぶ」

中当町集会場

○「交通規制のお知らせ」、「実証実験のお知らせ」の広報チラシを回覧いただき、周知を図る。 
○道の駅や市役所において、広報チラシを設置 
○ホームページによる実験案内を実施 

（２）地元への周知方法  広報チラシ（イメージ） 21 

実証実験のお知らせのチラシ（イメージ） 

 

 
 

 

  

 
 

 

  

 

  

  

 
  
    
       

 
    

     

 

 

 

 

    
    

 
 

 

  

  

  

 

 
 

 

 

 

 

低速車走行のお知らせのチラシ（イメージ） 
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４．主な検証項目 
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中山間地域における道の駅等を拠点 
とした自動運転サービスにおける 

検証項目 

国土技術政策総合研究所 



（１）実証実験における技術面の検証 24 

凡 例 

項目 平成29年度実験で確認された主な事象 

①道路構造 

線
形 

◎道路線形に左右されず円滑に走行 

（山間部の走行において、つづら折れの厳しい線形でも円滑に走行） 

勾
配 

◎道路勾配に左右されず円滑に走行 

（山間部の走行において、急勾配区間でも円滑に走行） 

〇急勾配を障害物として認識する場合あり 

幅
員 

〇歩道がなく路肩も狭い区間では、歩行者・自転車を検知し、走行 

 停止や手動運転で回避の場合あり 

交
差
点 

〇信号の無い交差点においては進入する他車との譲り合いや検知が 

 発生し、走行停止や手動運転で回避の場合あり 

〇見通しの悪い交差点等では、あらかじめ手動運転とする場合あり 

【平成29年度実証実験で確認された技術面の事象】 
・平成29年度の実証実験13箇所において、実験中に発生した自動運転の停止、手動運転
介入などの事象を把握。今年度も同様の項目について事象の把握を行う。 

◎問題なく走行が確認された事象/〇車両の正常な判断に基づく事象（円滑な走行のためには解消されることが望ましいもの）/●円滑な走行のために解決すべきもの 



（１）実証実験における技術面の検証 25 

凡 例 

項目 平成29年度実験で確認された主な事象 

②道路管理 

植栽 
〇走行位置の設定によっては、沿道の植栽・雑草（又は道路区域にはみ出

した植栽・雑草）を検知して走行停止や手動運転で回避 

積雪 
◎積雪・圧雪状態でも円滑に走行（10cm程度） 

●道路脇へ除雪した雪が走路阻害となる場合あり 

③混在交通 
対応 

対向
車 

◎２車線区間では円滑に離合して走行 

〇１車線等の狭隘な区間では、対向車を検知し、走行停止や手動運転で回

避の場合あり 

後続
車 

◎実勢速度で走行する場合は円滑に走行 

〇低速走行の車両は、後続車の追い越し又は滞留が発生する場合があり 

路駐
車両 ●路上駐車車両を検知した場合には、走行停止又は手動運転で回避 

④拠点空間 
(道の駅） 

ス
ペ
ー
ス 

〇歩行者や二輪車を検知し、走行停止や手動運転で回避の場合あり 

〇雪の場合には、駐車マスが見えず走路にはみ出した駐車車両を検知し

走行停止または手動運転で回避 

◎問題なく走行が確認された事象/〇車両の正常な判断に基づく事象（円滑な走行のためには解消されることが望ましいもの）/●円滑な走行のために解決すべきもの 



（２）実証実験においてデータ取得を行いたい事象（例） 26 

＜幅 員＞                    

走行停止や手動運転で回避の場合
あり 

＜勾 配＞                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

急勾配を障害物として認識する場合
あり 

①道路構造 

自動走路上の歩行
者・自動車の回避 

 自動走路上の歩行者・自動車の回避 

・山間部の走行において、急勾配
区間でも円滑に走行 
・一部急勾配を障害物として認識 

 急勾配区間を障害物として認識 



（２）実証実験においてデータ取得を行いたい事象（例） 27 

①道路構造 

＜交差点①＞                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

他車との譲り合いや検知が発生し、
走行停止や手動運転で回避の場合
あり 

＜交差点②＞                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見通しの悪い交差点等では、あらか
じめ手動運転とする場合あり 

信号の無い交差点におけ
る道の譲り合いが発生 

見通しの悪い交差
点による車両の急

な飛び出し 

 見通しの悪い交差点の通過  信号無し一車線道路交差点における道の譲り合い 



（２）実証実験においてデータ取得を行いたい事象（例） 28 

②道路管理 

＜植 栽＞                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沿道の植栽・雑草（又は道路区域に
はみ出した植栽・雑草）を検知して走
行停止や手動運転で回避 

沿道から生えてい
る植栽を障害物と

して検知 

 沿道から生えている雑草を障害物として検知 

＜積 雪＞                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道路脇へ除雪した雪が走路阻害とな
る場合あり 



（２）実証実験においてデータ取得を行いたい事象（例） 29 

③混在交通対応 

＜対向車＞                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

狭隘な区間では、対向車を検知し、
走行停止や手動運転で回避の場合
あり 

＜後続車＞                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

低速走行の車両は、後続車の追い越
し又は滞留が発生する場合があり 

狭隘区間では対向車とのすれ違いが困難 

 対向車とのすれ違い 

走行速度差による後続車による追い越し走行速度差による後続車による追い越し 

 実勢速度と自動運転車の走行速度差による
後続車による追い越し 



（２）実証実験においてデータ取得を行いたい事象（例） 30 

③混在交通対応 

＜路駐車両＞                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

路上駐車車両を検知した場合には、
走行停止又は手動運転で回避 

 自動走路上に存在する路上駐車の回避 

自動走路上に存在する
路上駐車の回避 



（２）実証実験においてデータ取得を行いたい事象（例） 31 

④拠点空間(道の駅） 

＜スペース②＞                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駐車マスが見えず走路にはみ出した
駐車車両を検知し走行停止または手
動運転で回避 

＜スペース①＞                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歩行者や二輪車を検知し、走行停止
や手動運転で回避の場合あり 

道の駅

！

！

走路上に二輪車
が駐車 

自動走路上の人を障害物
として検知 

 道の駅等の駐車場における自動走路上駐車の回避 
 道の駅における自動走路上の人を障害物として検知 



（３）評価の流れ 32 

【実証実験中の実施事項】 
・調査員は、不具合等発生日時をイベントロガー等により記録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【実証実験時のイベント発生から評価までの流れ】 
・実験中に発生した自動運転の停止、手動運転介入など不具合事象をイベントロガー・運
行記録・車両データ等から把握 
・カメラ映像と照合することで、状況把握・要因推定を行い、集計・評価、対応策の検討を行
う 
 

 

 

照合 

カメラ映像 実験車両から 
取得されるデータ 

イベント 
ロガー 

手動記録 実験中は自動記録 

運行記録 

不具合等発生 

介入 

不具合等発生 

介入 

不具合等発生 集計・評価 状況把握・要因推定 対応策検討 

車両前方、車両後方、 
ドライバ後方、車内 

状況把握・要因推定 



（４）社会受容性 33 

「社会受容性」の定義は定まっていない。本実験では評価する社会受容性を、以下の２
つの社会受容性と考える。 

 ①本実験で地域に提供する「自動運転輸送サービス」の社会受容性 

 ②「自動運転」自体の社会受容性 

中山間地域における道の駅等を拠点とし
た自動運転サービスの社会受容性 

自動運転
への期待 

自動運転
技術への

信頼 

「自動運転」自体の社会受容性 「自動運転輸送ｻｰﾋﾞｽ」の 
社会受容性 

輸送サービスへ
の満足 

自動運転の
周辺交通へ

の影響 
・ ・ 

1．本実験における社会受容性 



（４）社会受容性  主な評価検証方法（案） 34 

２．評価対象者・調査方法 

対象者 乗客（モニター） 近隣住民 

主な 
調査 
内容 

 属性 
 年齢、性別、職業、免許保有、日常の移動手段、 
 日常移動の不具合、免許返納意向、将来の移動不安、送迎等の状況、送迎の頼みづらさ 等 

 輸送サービスの受容性 
 満足度（ルート、頻度）、改善点、導入賛否、  
 将来利用意向 
 

 自動運転技術への信頼 
 ヒヤリの有無、自動運転への懸念 等 
 

 自動運転への期待 
 導入賛否、利用意向 等 

 周辺交通への影響 
 実験車両を見たか、邪魔と感じたか 
 

 自動運転技術への信頼 
 ヒヤリの有無、自動運転への懸念 等 
 

 自動運転への期待 
 導入賛否、利用意向 等 
 

 輸送サービスの受容性 
 導入賛否、将来利用意向 

調査 
手法 

事前事後でアンケート調査※を実施 
※高齢者に対しては、聞き取り方式とする 

事前事後で記入式アンケート調査※を実施 
※自治会を通じて各世帯へ配付・回収 

 乗客については、主として「輸送サービスの受容性」を調査 
 近隣住民については、主として「周辺交通への影響」「自動運転技術への信頼」を調査 

※地域住民が運転を行う場合については、ドライバーに対し、「自動運転技術の不安・期待」を調査 



（５）地域への効果 

項目 実験において検証する内容 

地域への効果 

○円滑な地域内物流の支援 

 ・集落（中当町）から道の駅への野菜、商品の配送実験（貨客混載輸送） 

 

○宅配物の集荷・配送の利便化 

 

○高齢者の外出機会の増加 

 ・道の駅への買い物、豊田市街地方面（通院等：おいでんバスに乗り換え）への移動
支援 

 

○運営主体のあり方 

 ・自治体や交通事業者等の役割分担 

 

○採算性確保の方策 

 ・将来の利用ニーズ（支払意思額、求めるサービスレベル等） 

 ・地元の食材を使った商品、農作物の出荷機会の拡大可能性 

 ・将来の地域の協力体制（おいでんバス、（株）どんぐりの里いなぶ、等） 

 

○他事業との連携 

 ・実験参加者の将来参入ニーズ（（株）どんぐりの里いなぶ、バス事業者、新会社等） 

 ・新たな連携先のニーズ   
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５．今後のスケジュ－ル 
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○関係者の調整、実験環境整備を進め、実証実験実施に向けた準備を進める。 
○実証実験を実施後、第3回協議会を開催し実験結果を報告する。 

平成30年12月5日 平成31年1月30日 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

実証実験の計画について（案）

道の駅「どんぐりの⾥いなぶ」を拠点とした⾃動運転サービス

地域実験協議会 事務局

【参考資料】

資料４



１．⾃動運転実証実験の取組 ①⾃動運転とは 1

※1 平成26年実績、警察庁調べ 出典：国⼟交通省⾃動運転戦略本部（第1回会合）資料2抜粋

（１）国⼟交通省では、交通事故の削減、少⼦⾼齢化による公共交通の衰退等への対応、渋滞の緩和、国
際競争⼒の強化等の⾃動⾞及び道路を巡る諸課題の解決に⼤きな効果が期待される⾃動⾞の⾃動
運転について、国⼟交通省として的確に対応するため、省内に国⼟交通省⾃動運転戦略本部を設置

（２）国⼟交通省⾃動運転戦略本部では、⾃動運転実現による効果を以下のように整理
■⾃動運転の効果



１．⾃動運転実証実験の取組 ②⾃動運転のレベル 2

出典：国⼟交通省⾃動運転戦略本部（第1回会合）資料2抜粋

○⾃動運転は、システムによる監視とドライバーによる監視の分解（縦軸）と技術レベル（横軸）から、５段階
のレベルを設定



１．⾃動運転実証実験の取組 ③⾃動運転実証実験の経緯 3

（１）国⼟交通省では、超⾼齢化が進⾏する中⼭間地域における⼈流・物流の確保のため、道の駅など地域
の拠点を核とする⾃動運転サービスの導⼊を⽬指し、全国で実証実験を開始する

（２）実験環境や拠点性等を踏まえ、主に技術的な検証を速やかに実施するための道の駅５箇所、ビジネスモデルの⾼い実現
性が期待できる箇所等8箇所及び、具体化に向けてフィージビリティスタディを⾏う5箇所を選定

出典：中⼭間地域における道の駅等を拠点とした⾃動運転ビジネスモデル検討会（国交省）の中間報告（第６回（2018年12⽉17⽇））

■実証実験実施箇所



4

し、

出典：中⼭間地域における道の駅等を拠点とした⾃動運転ビジネスモデル検討会（国交省）の中間報告（第６回（2018年12⽉17⽇））

１．⾃動運転実証実験の取組 H29年実験実施状況（道の駅「⾚来⾼原」（島根県飯南町））



5

し、

出典：中⼭間地域における道の駅等を拠点とした⾃動運転ビジネスモデル検討会（国交省）の中間報告（第６回（2018年12⽉17⽇））

１．⾃動運転実証実験の取組 H29年実験実施状況（道の駅「たいら」（富⼭県南砺市））



２．道の駅「どんぐりの⾥いなぶ」 基本情報 6

《道の駅「どんぐりの⾥いなぶ」の概要》 《位置図》

《全景写真》 《物産スペース》

○設置者：豊⽥市
○管理者：（株）どんぐりの⾥いなぶ
○指定管理委託：（株）どんぐりの⾥いなぶ
○所在地：愛知県豊⽥市武節町針原４番地１
○路線名：⼀般国道１５３号
○供⽤：平成１１年３⽉３０⽇
○⾯積：21,300㎡
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